




支え合いのしくみづくり ＜１層＞
●秋葉区全域：小林

＜２層＞（中学校圏域）
●新津第一・第二圏域　：加藤
●新津第五圏域　　　　：時田
●小合・金津・小須戸圏域：吉岡

「支え合いのしくみづくりについて知りたい」と思った時など、
いつでもお声がけください。皆様のところへ説明に伺います。

支え合いのしくみづくり推進員

　超高齢社会や少子化、つながりの希薄化など様々な課題がある中で、住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けていくために、生活支援・介護予
防などの充実を図るため、身近な地域での支え合いの取り組みを関係機関と連携を行いながら、地域の皆さまと推進しています。また、支え合いのしくみ
づくりを推進するため、１層では秋葉区全域で取り組むべきもの、２層では各圏域の課題について、地域の構成員と検討し取り組みを進める、支え合いの
しくみづくり会議を実施しています。

　2025年には高齢者の５人に１人が認知症
になっていくという時代の中で、認知症の人
が住み慣れた地域で安心して暮らし続けら
れる地域づくりはとても重要です。そこで、
地域づくりをすすめる一歩として、認知症に
ついての正しい理解を広めるため、チラシを
作成し秋葉区内全戸へ配布しました。この
チラシは、認知症の理解を広めるとともに、
認知症に関する不安や悩みなど心配ごとが
あったときに相談できる身近な相談窓口も記
載し、認知症に関する様々な場面で活用できるものとなっています。

　また、地域づくりを考える機会として、
研修会を開催しました。支え合いのしくみ
づくりを進めるため各地区・団体等から
選出された構成員や地域で見守り活動等
に取り組んでいる団体の皆さんからご参
加いただき、地域で今できることをグルー
プワークを通して皆さんと考えました。
　令和6年1月1日、「共生社会の実現を

推進するための認知症基本法」が施行されました。認知症の人が安心
して暮らしていける地域づくりに向けて、令和６年度以降も関係機関・
団体や地域の皆さま、企業や学校とも連携しながら取り組みを進めて
いきます。

　地域に暮らす誰もが安心して生活を送ることができるよう、新津東
部地区社会福祉協議会が作成した困りごとがあったときの相談先をま
とめた一覧表を他地区でも広められないかと検討を進めてきました。
新津東部地区が作成したものを参考に、その地区に合った形で作成
し、阿賀浦地区においては8月に全戸配布、新関地区においてはこれ
から配布予定です。今後は、地区ごとに行っている見守り等の活動の
中で、地域に暮らす誰もが安心した生活を送るためにどのような取り
組みができるか検討を進めます。
　支え合いのしくみづくりの取り組みについては、コミ協や自治会・町
内会等の地域の皆さんと打ち合わせをするなど、支え合いの活動が広
がるよう検討してきました。まだまだ支え合いのしくみづくりについては
知らない方も多く、今後も支え合いの活動がより一層進んでいくよう、

構成員の皆さんとアイデアを出し合
いながら取り組んでいきます。
　令和6年度は新たなテーマとし
て、毎日の生活に関わってくる「ご
み出し」に関する支え合いについて
検討を進めることとしています。

　新津中央地区、新津西部地区、荻川地区では、緊急時等もしもの
時に必要となる情報を備えておくための「緊急情報キット」について、
各コミ協が主体となり、配布を行っています。もしもの時に活用できる
よう、配布した後も、自治会・町内会や民生委員児童委員等と連携し、
日頃からの見守り活動の中で緊急情報キットの活用の仕方を呼びかけ
ていくことが重要です。そのためにも、緊急情報キットが地域の助け
合いの一助となり、見守りのツールとしても活用していけるよう、周
知方法や緊急連絡先の考え方、情報更新の仕方など、検討を進めて
います。
　また、日頃の見守り活動から、認知症に関わる対応の難しさが課題
にあがっています。認知症は誰もがなる可能性のあるとても身近な病
気です。自分だけではなく、家族や身近な人が認知症になる可能性も
あります。このように身近な認知症を自分事として考え、住み慣れた地
域で安心して暮らしていくためには
どうしたらよいか、関係機関（社協、
包括、行政など）も含め、地域で考
えていくことも大切です。令和６年
度も温かく見守り合える地域を目指
し、できることを考えていきます。

　高齢者等の暮らしの中のちょっとした困りごとや心配ごとを、地域の
支え合いの力を活かして地域で助け合う、支え合いのしくみづくりを進
めていますが、この取り組みを知らない人がまだまだ多いことから、今年
度は周知の仕方について検討してきました。実際に地域の茶の間・いき
いきサロンにて周知活動を行ってきましたが、「支え合いのしくみづくり」
という言葉を初めて聞いたという声も聞かれ、周知がまだまだ必要という
ことが分かり、今後も地域コミュニティ（自治会・町内会等）を通じて周
知を行っていきます。また、地域では、見守りや居場所づくり、生活支援（ご
み出しや除雪など）等、様々な「支え合い活動」が取り組まれており、地
域の取り組みもあわせて周知することで、「支え合い」を広めていきます。
　そして、周知だけではなく、実際にこの圏域だからこそ“出来ること”“必
要なこと”の「しくみづくり」に取り組んでいくことから支え合いの理解にも
つながるのではないかといった意見もあり、圏域の取り組みも検討してい
きます。例えば、この圏域では、
サロンが支え合いの土台でもある
が、課題もあがってきていること
から、令和6年度は、サロン情報
交換会（交流会）等を実施しながら
「しくみづくり」を進めていきます。

今年度の取り組み
①「見守り対象外世帯の課題について」
②「支え合いのしくみづくりの取り組み方法（地域の相談窓口）について」

今年度の取り組み
①「支え合いのしくみづくりの周知について」
②「小合・金津・小須戸圏域での取り組みについて」

今年度の取り組み
①「緊急情報キットの活用方法について」
②「見守りにおける認知症の対応について」

　子どもからお年寄りまで、地域の誰もが参加することができる居場所である地域の茶の間・いきいきサロンは、地域の交流の場
としての役割を担っており、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるという支え合いのしくみづくりの大事な土台となっています。

地域の茶の間・
ふれあいいきいき
サロン助成事業

　概ね自治会・町内会を範囲とした定期的な交流の場をつくるための助成事業です。
運営にあたって、運営費の一部を助成します。
○例えば、月1回定期的に開催の場合
＜市社協助成＞ひと月2,500円まで
＜区社協助成＞定額3,000円＋500円×実施回数
あわせて、年度内の助成額上限は、39,000円となります。

助成条件等もありますの
で、詳しくは、秋葉区社
会福祉協議会までお問い
合わせください。

　「地域の茶の間・ふれ
あいいきいきサロン」の立
ち上げや立ち上げ後の支
援なども行っています。
お気軽にご相談ください。

研修会では、認知症の人と家族の会 
等々力様よりご講演いただきました

　ボランティア・市民活動センターは、ボランティアや市民活動に関する身近な
相談窓口です。様々な団体や社会資源と連携しながらボランティア活動を応援し
ています。
　区民の皆様の声を形にできるよう、ボランティアと施設・団体との調整をしたり、
ボランティアの皆様が活動しやすくなるような情報提供を行っています。
　また、ボランティアや福祉に関わるきっかけづくりとして、年間を通して様々な
講座や研修会を開催していますので、興味のある方はぜひご参加ください。
　なお、学校での「福祉」の学びや、企業での「ボランティア」や「認知症」の学び
のお手伝いもしております。お気軽にご相談ください。

　令和５年11月11日（土）、新津地域交流センターにて障がい児・者の将来のための今からできる準備講座
を開催いたしました。
　近年、障がい児・者を抱えるご家族から、「子どもの将来が心配」「自分がいなくなった後、子どもが暮ら
せるように何を準備しておくと良いのか」など相談が寄せられたことから、本講座を開催し、当日は定員

２０名のところ３０名と多くの参加をいただきました。
　内容は、真友社の石田友美様から、「障がいのある方の生活について考える」、社協コミュニティソーシャ
ルワーカーから「個別相談から考える事前準備」、ボランティアセンターからは「地域でつながっていくことの
必要性」をお話しました。
　参加された方からは、「家族だけで本人を見てきたが、地域とつながることの大切さを実感した」「障がい
児を持つ若い親にも参加してほしい」等と感想をいただき、この講座を「初めの一歩」として、今後も皆さまの
声にこたえられるよう考えていきたいと思います。

　令和５年11月15日（水）、新津地区グリーンセンター及びけやき福祉園、満日の里、ぶどう
工房にて障がいの理解講座を開催いたしました。
　満日地区の癒しの里連絡協議会と満日コミュニティ協議会では、満日地区での買い物支援
の取り組みを行っています。障がい施設についての理解や利用者についての理解を深め、地

域と施設が交流できる機会をつくることを目的に取り
組みました。
　実際に地域の方が施設を見学することで、利用者の活動が分かり、「そ
れぞれの利用者が生き生きと活動している様子が素晴らしかった」「同じ
地区の中に施設があるのは知っていたが、知らないことが多かった。参加
してよかった」と感想をいただき、地域と施設が「もっと交流したい」「広く
地域の人に参加してほしい」と言った声がたくさん寄せられました。　

秋葉区の福祉施設を対象にアンケートを行いました。
このアンケートにより普段の施設の様子やボランティアの受
け入れ状況について貴重なご意見をいただくことができまし
た。これらの結果を参考に、今後のボランティア育成や施
設利用者が施設での時間がより充実するよう、施設と秋葉
区社会福祉協議会が連携できる方法を検討してまいります。

ボランティア受入についてのご相談は
秋葉区ボランティア・市民活動センターへ

　　　（0250）24-8345 （ボラセン直通）

令和６年３月１日（金）14：00～16：00
新津地域交流センターにて開催
登録ボランティア（団体・個人）、にいがたし元気力アップ・
サポーター、地域の茶の間・ふれあいいきいきサロン、秋
葉区内施設の皆さんが集まって交流会を開催。
ボランティアのステージ発表や体験、情報交換など楽しい
時間を過ごしました。

秋葉区ボランティア・市民活動センター

報告　障がい児・者の将来のための講座を開催しました

報告　障がいの理解講座を開催しました

 ボランティア活動保険
　令和６年度のボランティア活動保険への加入を受付中です。
昨年度加入された保険は３月末で補償期間が切れますので、
４月１日からも補償を希望される場合は、３月２９日（金）までに、
社協窓口にてお手続きください。新規のご加入もお待ちして
おります。

  基本プラン 天災・地震補償プラン

 年間保険料 ３５０円 ５００円

※おつりのいらないようご用意願います。

令和５年度
ボランティア交流会を開催しました

施設ボランティアについて
アンケートを実施

131名
参加しました

１層 秋葉区全域 ２層

２層２層

新津第一・第二圏域

小合・金津・小須戸圏域新津第五圏域



　令和５年12月９日（土）に秋葉区文化会館にて秋葉区地域福祉推進
フォーラムを開催しました。当日は会場とオンラインで多くの方より
ご参加いただき、誠にありがとうございました。
　今年度は「伝えあう想いから支
えあうカタチへ～地域共生社会を
目指して～」をテーマに、新潟医
療福祉大学 青木先生にコーディ
ネートをお願いし、地域の茶の間、
支え合いのしくみづくり、企業、
社会福祉協議会からそれぞれの取
り組みと想いを発信しました。

　地域の茶の間 三善道「絆」の会 会長 小林
様、副会長 三澤様より、三つの町内が一
体となり、地域の誰もがつながることがで
きる居場所が作りたいという想いから立ち
上がった「三善道憩いの場『絆』」について発
表がありました。地域のつながりを求めて、
様々なしくみやこだわりがたくさん詰まっ
た取り組みを行っています。

　支え合いのしくみづくり会議 構成員 中野
様より、民生委員児童委員として見守り活動
に取り組んでいる想いや、「おぎかわあったか
ネット（見守り活動）」の役割について発表があ
りました。暮らし続けている人たちで地域の
支え合いのしくみづくりについて考えていく
ことが大切であり、日々の暮らしの安心感が
増してくるものと思われます。
　ニコニコキッチン新津店 店長 佐々木様より、認知症予防の情報発

信や、認知症サポーター養成講座を活用し子
どもや企業を含めた地域に認知症の理解を広
めることの必要性について発表がありました。
見守りやニュースレターの発行等、様々な取
り組みで「認知症」と向き合っています。

　秋葉区社会福祉協議会より、ひとり親世帯
へのアンケート結果から考える様々な地域課
題について発表しました。地域には様々な方
が住んでいるということを少し理解すること
で、支えあい、そして支えあうカタチになり、
地域共生社会の実現に近づきます。
　各シンポジストの発表があった後、参加者
の皆様に地域の様々な活動をまとめた映像を

ご覧いただき、青木先生から「これが秋葉区の底力である」とのメッ
セージをいただいたことで、地域課題に対する取り組みの大切さを再
確認する機会となりました。

　最後に先生から、「協働とネットワーク、つ
まりつながることが大事。今回実践を通して、
皆さんも理解が深まったと思う。プロセス(過
程)を丁寧に行うことで、秋葉区の地域力は更
に高まっていくものである。」とまとめていた
だきました。
　秋葉区社会福祉協議会では、これからも地
域共生社会を目指し、関係機関・団体を含め

た地域の皆様と一緒に地域福祉活動に取り組んでいきたいと考えてお
りますので、今後もよろしくお願いいたします。
　また、地域活動をまとめた映像は貸出が可能ですので、ご希望の際
は秋葉区社会福祉協議会へお問い合わせください。

　秋葉区内において民間社会福祉の増進に貢献し、社会福祉事業の進
展に寄与された方々を紹介します。（敬称略）

◇自治会長・町内会長として10年以上勤務または民生委員児童委員に
おいては９年以上勤務し、特に功労のあった者

自治会長･町内会長
辻川　邦博 様 鬼島　基伸 様

◇社会福祉協議会の役員として8年以上勤務し、特に功績のあった者

長澤　恵美子 様

新潟医療福祉大学
教授　青木　茂 様

地域の茶の間 三善道「絆」の会
会長　　小林　俊介 様
副会長　三澤　栄子 様

秋葉区社会福祉協議会
コミュニティソーシャルワーカー
熨斗　綾香

令和５年度秋葉区社会福祉協議会　社会福祉功労者表彰
◇地域福祉活動を10年以上行い優秀な実績を示し、他の模範となる個
人、団体または企業

加瀬　敏子 様　　　大山　広子 様　　　髙橋　公子 様
大沼　直子 様　　　岡田　絹子 様　　　江部　修二 様
井越　隆志 様

令和５年12月９日（土）に開催し
ました「秋葉区地域福祉推進
フォーラム」においてその功績を
たたえ、表彰状を贈らせていただ
きました。

秋葉区地域福祉推進フォーラム　開催報告令和5年度

新津第一・第二圏域
支え合いのしくみづくり会議
構成員　中野　勇作 様

ニコニコキッチン新津店
店長　佐々木　健 様

ひとり親世帯の福祉に関するアンケート集計の報告について
　令和５年7月28日（金）・29日（土）、ひとり親世帯に食料支援を行いました。
　この取り組みは、令和３年度から、新型コロナウイルス感染症に係る経済的負担の軽減による生活支援として、ひとり親世帯を対象に食料支援
を行ってきました。この取り組みを通し、秋葉区社会福祉協議会とつながることで、孤独感の解消と生活の不安に対して関係機関と連携しながら
継続的な相談支援を行うことを目的にしています。
　今年度で３年目を迎えるにあたり、今後の食
料支援の在り方や、現在の困りごと等、アンケー
ト調査を行うことで、今後の取り組みの方向性
を検討していきたいと考えています。

　この調査では、対象世帯約500世帯のうち、
200世帯の回答をいただきましたが、ひとり親
世帯の生活実感は、コロナが５類になった今日
でも、生活や子育ての不安は絶えないことがア
ンケートから伺えました。
　結果では、食料支援を継続してほしい、入学準
備に必要な物品の頒布会をしてほしい、どこに相
談したら良いか分からないなどの声がありまし
た。また、子どもの居場所やこども食堂があるこ
とを知らない、利用したことがない等の意見もあ
り、今後の地域づくりの課題となりました。
　今後につきましては、アンケートの結果をも
とに、関係機関や各団体の皆さんと一緒に地域
づくりを考えていきたいと思います。

　歳末時期の見守り活動の一環として、令和5年12月23日(土)に区内の対象者の方
へ歳末ふれあい弁当をお届けしました。
　今年度は、物価高騰等の理由からおせち料理から歳末ふれあい弁当に変更となりま
したが、訪問の際には、お弁当とともにお声がけや子どもたちからのお手紙をお渡しし、
皆様の温かい気持ちも一緒にお届けしました。

　これまでも地域の見守り活動の一環として取り組んでいただいておりました、新町ふれまち委員会、小合地区社会福祉協議会、小須戸コミュニティ
協議会、山の手コミュニティ協議会、そして小須戸中学校の中学生ボランティアの皆様からも今年度も継続してご協力をいただきました。

　近年、地域における人間関係の希薄化などにより社会的孤立の問題が出ています。
また、少子高齢化に伴い、単身高齢者や高齢者夫婦世帯の増加など、支援を必要
としている世帯が増え、様々な課題に直面しています。
　そのような中、誰もが地域で安心した生活を送ることができるよう、地域住民の
支え合い活動として、見守り活動は大切な取り組みです。
　現在、見守り訪問活動やサロン活動など、様々な見守り活動が行われています。様々
な活動や取り組みが一体となり、地域の中で連携した見守り活動が重要となります。

 見守りの効果
○身近な地域の中でお互いのさりげない気づかいやちょっとした声かけなど、地域で
の見守り活動によって、様々な福祉課題（認知症や介護・育児疲れなど）を早期に
発見し、必要な支援につなぐことができます。
○日頃の見守り活動が行われている地域ほど、災害時における住民同士の助け合い
が円滑に進むと言われています。

見守り活動で緊急情報キットの
情報更新の呼びかけを　　　　

　緊急時に医療情報や緊急連絡先等迅速な
活用のために備えておく緊急情報キット。
　緊急情報キットの情報は日常的に活用されるものでは

ありませんが、いざという時の大
事な情報です。
　そのため、情報が古いといざ
という時に役立ちません。定期
的に見直し、最新の情報となる
よう更新することが大切です。

　情報更新を忘れないためにも、
日頃の見守り活動の中で定期的
な更新を呼びかけましょう。

歳末ふれあい弁当配食事業を実施しました

　今年度新たに、「古田町内会」「こがね町自治会」「車場３丁目町内会」「草水町町内会」でこの事業を地域と連携した見守り活動として実施いたしました。

地域の皆様から寄せられ
た歳末たすけあい募金の
配分金で実施しました

障がいをお持ちの一人暮らしの方、または、75才以上の
一人暮らしで友愛訪問事業を利用している方対　象　者

友愛訪問事業
地域の方 （々民生委員児童委員、ボランティア等）のご協
力をいただいて、見守りの必要な満75才以上の一人暮ら
し世帯等へ月1回訪問する活動です

古田町内会

こがね町自治会
車場３丁目町内会

草水町町内会
　町内会三役、福祉部、民生委員児童委員が連携し、歳末ふれあい
弁当のお届けを通した見守り訪問が行われました。町内会として初め
て取り組むことから、日頃から見守り訪問活動を行っている民生委員
児童委員と打ち合わせを行い、打ち合わせを重ねることで、町内会と
民生委員児童委員の連携も深めることができました。
　当日は、対象の皆さんから大変感謝され、玄関で心待ちにしておら
れたり、見送りまでしてくださる方もいらっしゃいました。訪問した皆さ
んも「その気持ちが嬉しい」と心温まる取り組みとなりました。町内会
長の川﨑さんも「町内で訪問したこと
の意義は大きい」と町内でこの取り組
みが行えたことで、町内の支え合いを
考える機会となりました。実際に、積
雪があったことから、訪問の際に玄関
まで雪かきを行うなどの“支え合い”が
生まれていました。

　草水町町内会では、女性を
中心に町内の福祉活動を進め
ている「ちゃおの会」があります。
今回、地域で行う歳末時期の
見守り活動として検討する中
で、秋葉区社会福祉協議会か
らの事業説明や同じ新津東部地区で５年前から地域で取り組んでいる
新町町内会からもお話を伺い、草水町町内会でも「ちゃおの会」と協
力して取り組むことになりました。
　ちゃおの会の皆さんからは、「訪問を待ち望んでくれていてとても嬉
しかった」「久しぶりにお会いすることができて良かった」等、普段なか
なかお会いすることのない方とも交流する機会になったりと、地域の
“顔の見える関係”につながる機会となり、この取り組みを通して、町
内の一体感をさらに深めることができました。

　町内会長を中心に、民生委員児童委員やおぎかわあったか
ネット協力員の皆さんが一丸となり、ふれあい弁当のお届けを
通した見守り訪問が行われました。
　日頃の「おぎかわあったかネット」の訪問では、協力員の皆さ
んの親しみのある声かけで会話も弾み、対象の方も気さくにお
話してくださるようになり、訪問する側もとてもうれしい気持ち
です。同じ町内同士の何気ないやりとりがお互いの距離を縮め、
町内のつながりを深めます。今回のふれあい弁当では、クリス
マス前に実施ということもあり、クリスマスプレゼントをお渡しす
るような気持ちでした。対象の方も玄関で心待ちにしておられ
た方もいて、楽しみにされており、日頃の「おぎかわあったかネッ

ト」同様、地域の温かい交流の機会
となりました。
　今後も町内会で互いにつながり合
う見守り活動を継続していきます。

　自治会役員と民生委員児童委員は日頃から「おぎかわあったかネット」で連
携しており、そのチームワークで歳末ふれあい弁当の事業にも地域で取り
組みました。
　訪問先は、「おぎかわあったかネット」で顔馴染みの方々です。当日は、
積雪もあり、スコップを持参して雪かきをしながらの訪問でした。対象の皆
さんもいつも訪問に来る町内の方たちということで、訪問時には会話を交
わし、とても喜んでくださいました。また、当日ご不在のお宅もあり心配し
ましたが、日頃からのつながりですぐに理由も
わかり、身近な町内での見守りは大切だと改
めて感じた出来事でした。
　自治会長の加納さんからは「ふれあい弁当
の配食は初めての取り組みだったが、自治会
と民生委員児童委員と協力してできたことはと
ても良かった」と、またひとつ連携する機会が
増えたことで、地域のつながりを深めるものと
なりました。

安心して暮らせる地域づくりにつながる“見守り活動”

Q秋葉区内のこども食堂や子どもの居場所があることを知っていますか。
　また、あなたやお子さんは、これらの居場所を利用したことがありますか。
　（「知っているが利用したことはない」「知らない」の回答者のみ。）地域の子どもの居場所を利用したいですか。

ひとり親世帯の福祉に関するアンケート調査結果（抜粋）

現在の暮らし向き 今後の食糧支援の必要性 困りごとや不安なこと（複数回答可）

こども食堂 子どもの居場所

大変
苦しい
26%

やや苦しい
53%

普通
18%

ややゆとり
がある
2%

大変ゆとり
がある
1%

生活費
子育て・教育

仕事
健康面

子どもとの関係
住居

借金・ローン返済
家事

親や親戚との関係
医療費

どちらでも
良い
12%

今後は
必要ない

1%

必要である
87%

知っているが
利用した
ことはない

46%

利用したい
42%

分からない
52%

利用したくない
6%

知らない
47%

知っていて
利用した
ことがある

7% 利用したい
32%

分からない
57%

利用したくない
11%

158
108

72
45
41
41
40
34

25
17

いつも笑顔で迎えてくださいます！
（おぎかわあったかネットの訪問の様子）

日頃のおぎかわあったかネットの
訪問の様子

ふれあい弁当のお届けも
とても喜ばれました

ありがとうの言葉が嬉しいですね

　車場３丁目町内会・こがね町自治会は、荻川地区の
高齢者見守り事業「おぎかわあったかネット」に取り組
んでいます。このたびの歳末ふれあい弁当配食事業で
も、日頃からの信頼関係が活きたものになりました。


